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平素より吹田市民病院だよりを御愛読いただきありがとうございます。
御意見がございましたら市立吹田市民病院まで御連絡ください。

今回説明しましたACPを実施するにあたり重要な役割
を担う「緩和ケア認定看護師」について紹介いたします。
まず、「認定看護師」とは、特定の看護分野において
深い知識と熟練した看護技術を持っていると認められた
看護師です。また、患者さんやその御家族等に対する看
護の提供のみではなく、看護師に対して指導等の役割も
期待されています。
「緩和ケア認定看護師」とは、疼痛、呼吸困難、全身
倦怠感、浮腫などの苦痛症状の緩和、患者・家族への喪失と悲嘆のケア、地域住民や医療者への緩和ケア
普及活動に関して熟練した看護技術及び知識を持っている看護師のことです。
当院では、医師、看護師、薬剤師等の多職種で構成された「緩和ケアチーム」があり、がんやその他の
生命を脅かすような病気になった患者さんと、その大切な人（御家族など）に対して、痛
みやしんどさなどのからだの苦痛、病気によって起こる不安・心配などの心の苦痛、社会
生活（仕事や家族など）の悩みに対し、できるだけ早い段階から苦痛の緩和に向けたサ
ポートを行っております。

詳しくは記載のQRコードからホームページをご覧ください。➡

ACPは将来の医療ケアについて、本人を尊重した意思決定の実現を支援するプロセスです。
将来の変化にそなえ、将来の医療及びケアについて患者さんを主体に、その家族や近しい人、医
療・ケアチームが、繰り返し話し合いを行い、患者さんの意思決定支援するプロセスのこと、患者さ
んの人生観や価値観、希望に沿った将来の医療及びケアを具体化するこ
とを目標としています。
疾病の診断告知時、再発・進行、治療の中止・終末期の話し合いにお
けるそれぞれの場面で継続的に患者さんの価値観やニーズを理解し、
“患者さんにとっての最善”を常に考えることが私たち医療従事者には
求められています。病院に足を運ぶときは、何かしらの病気にかかった
時や事故に遭った時です。そういった場面では医療従事者と共に話をす
ることになりますが、その時に患者さんは自分自身の価値観を知り、近
しい方とその価値観を共有し、理解してもらう必要があります。

緩和ケア認定看護師とは？

緩和ケア認定看護師
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ACP（人生会議）という言葉を
聞いたことがありますか？

当院は、がん医療水準の向上及び安心かつ適切ながん医療が選択できることを
目的として大阪府が指定する「大阪府がん診療拠点病院」に認定されています。
がんについて、当院ホームページにて解説をしていますので、記載のQRコード
から御確認ください。

当院におけるがん診療について

当院ホームページ
「覚えておきたい「がん」のこと」➡

日頃の健康状態を知っていて、気軽に何でも相談できる地域の医療機関（診
療所・クリニック）の「かかりつけ医」がいれば、体調などに関して様々なこ
とが相談できます。また、入院や精密検査が必要な場合は、症状に合った適切
な医療機関を紹介してくれます。
「かかりつけ医」がいない場合、一般の方々が自己判断で受診を手控えた
り、延期したり、あるいは、間違った対応策をとっているうちに重症化してし
まうといったことが起きることがありますが、「かかりつけ医」がいることで
それも防ぐことができます。
患者支援センターでは近隣の「かかりつけ医」を御案内しています。また、
当院では地域の医療機関（診療所・クリニック）と連携し診察・検査予約をお
取りしています。

かかりつけ医をお持ちですか？

※当院は厚生労働省から紹介受診重点医療機関の承認を受けており、地域の医療機関（診療所・クリニック）
 と医療の機能分担を図っています。 かかりつけ医検索システムはコチラ➡

Advance ：アドバンス（事前）
Care ：ケア（医療・ケア）

Planning ：プランニング

の頭文字をとって、ACP（アドバンス・ケア・プラン
ニング）です。

「何を大切に
 しているのか」
「どのような人生を
　　　歩みたいか」
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ACPは、最後の時の話し合いと勘違いされがちですが、良く生きるためには自分自身にとって何
が最善であるかを考えることです。
自分自身が何を大切に過ごしたいかを基に、もしもの時に受けたい医療、受けたくない医療、体
がしんどくなった時にどこでどのように過ごしたいか等を決めるためにALP（アドバンス・ライ

フ・プランニング）が大切です。
ALPとは、「自分は何を大切にしているのか」「どのような
人生を歩みたいか」について考えることです。病気を発症した
後で「どこでどのように医療・ケアを受けたいか」を考える
ACPよりも、もっと手前の健康な時から人生観や死生観を基に
ALPを考えることが重要だと言われています。

「可能な限り生命を維持したい」「痛みや苦しみを少しでも和らげたい」「できるだけ自然な形
で最期を迎えたい」などの希望が考えられますが、病状等も含め状況は様々です。医療関係者から
適切な情報提供と説明がなされたうえで、患者さんやその御家族等と話し合いを重ねていくことが
重要です。

当院では、「ACP」の頭文字をとり、「A：あんなこと」、「C：こ
んなこと」、「P：ぽつぽつ考えていきましょう」をキャッチフレーズ
として「私のツイートノート」を作成しました。このノートは、終末
期医療、最期のことを考えるだけではなく、その人の価値観や医療や
ケアについて、患者さんの思いの丈を呟いてほしいという想いが込め
られています。
ここでは「私のツイートノート」の一部抜粋したものを紹介させて
いただきます。

今回この記事を読んでいただいたこ
とで、自分自身の価値観、今したいこ
と、大切なこと等の思いを見つめ直し
ていただき、改めて気付いた自分の思
いを実際に大切な人と話し合い、共有
していただくきっかけになっていただ
ければ幸いです。
そして、そうしたことをきっかけに
みなさんの日々の生活がより一層豊か
になることを願っております。

● どこで、どのように医療・ケアを受けたいか
● もしもの時に受けたい医療、受けたくない医療は？
● 体がしんどくなった時、どこで、どのように
　過ごしたいか

その人の価値観・目標・選好を知っていないと
決められない

● 家族構成や暮らしぶりはどのようなものですか？
● 健康状態について気になる点はありますか？

● これまでの暮らしで大切にしてきたことは何ですか？
● これからどのように生きたいですか？
● 家族等の大切な人に伝えておきたいことは何ですか？
（会っておきたい人、最期に食べたいものなど）
● 最期の時間をどこで、誰と、どのように過ごしたいですか？
● 意思決定のプロセスに参加してほしい人は誰ですか？


